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Instagram 

Facebook 
市
政
・地
域
の
情
報
、
日
頃
の
活
動
を
発
信
中 

お
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま
す 

 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
ｉ
は
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
支
援
・
連
携
促
進
拠
点
と

し
て
、
昨
年
10
月
に
鶴
舞
に
オ
ー

プ
ン
。
本
市
が
係
わ
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス

バ
レ
ー
推
進
協
議
会
は
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
Ａ
ｉ
パ
ー
ト
ナ
ー
拠
点
と
な

り
ま
し
た
。
医
療
・
福
祉
・
工
業
の

分
野
で
様
々
な
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
よ
り
、
商
工
業
発
展
へ
の
寄

与
が
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。 

 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
ｉ
を 

視
察 

子どもに本を！ 「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
を 

是
非
、
大
府
市
で
も 

 

子
ど
も
の
読
書
環
境
の
整
備
は
、
私
の
政
策
の
柱

の
ひ
と
つ
で
す
。
子
ど
も
が
本
に
触
れ
る
き
っ
か
け

と
し
て
の
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
は
、
Ａ
ｉ
時
代
到
来

の
今
こ
そ
、
本
市
で
も
事
業
化
が
必
要
な
の
で
す
。 

 

昨
年
10
月
、
い
わ
ゆ
る
「
袴
田
事

件
」
の
被
告
で
あ
る
袴
田
巌
さ
ん
の

無
罪
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。 

 

え
ん
罪
は
国
家
に
よ
る
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
人
権
侵
害
で
す
。
大
府

市
議
会
で
は
、
様
々
な
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
現
行
の
再
審
法
に
つ

い
て
、
適
切
な
捜
査
権
の
行
使
と
、

え
ん
罪
被
害
者
の
速
や
か
な
救
済

制
度
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
い
た
し
ま
し
た
。 

 

「スタートアップ」とは、先進的な技術
やアイデアを強みに、ゼロから市場や
ビジネスモデル創出に挑戦する成長
速度の早い企業やプロジェクトのこと 

 

「飯塚事件『正義の行方』から 
学ぶ再審法の問題点」という 
愛知県弁護士会主催の講演
会（愛知大学）を聴講し、知見
を深めることができました。 

１２月定例会一般質問 
新
年
度
予
算
成
立 

３
月
定
例
会
一
般
質
問 

受
益
者
負
担
の 

 
 

基
本
的
な
考
え
方 

 

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
の
予

算
規
模
は
４
２
３
．
６
億
円
（
前
年

比
10.9
％
増
）
、
１０
年
連
続
で
過
去

最
大
を
更
新
す
る
予
算
規
模
と
な

り
ま
し
た
。 

我
々
大
府
市
議
会
親
和
ク
ラ
ブ

の
要
望
を
始
め
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
、

立
場
の
市
民
や
関
係
者
の
声
が
反

映
さ
れ
た
予
算
で
あ
り
、
今
後
は

そ
の
執
行
状
況
を
し
っ
か
り
と
チ

ェ
ッ
ク
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

「ブックスタート」とは、赤ちゃんと保護者に絵本を手渡

し、読み聞かせを進める活動のこと。乳幼児健診の際

に絵本を配布し、親子のふれあいを通して、言葉の発

達や読書習慣の基礎を育むことを目的としたこの事業

は全国１，１２１の自治体（1,741中）で行われている。 

再
審
法
改
正
を
求
め
る 

意
見
書
を
提
出 

 

 

 

我
が
家
で
運
営
し
て
い
る
「
ひ
い

ら
ぎ
山
の
子
ど
も
文
庫
」
に
は
、
数

千
冊
の
本
が
あ
り
ま
す
が
、
絵
本

に
触
れ
る
初
期
の
子
ど
も
た
ち
が

喜
ん
で
手
に
す
る
絵
本
は
、
大
体
、

昔
か
ら
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
す
。
過

去
か
ら
長
き
に
わ
た
っ
て
愛
さ
れ

て
き
た
絵
本
は
、
時
代
を
超
え
て

不
思
議
な
く
ら
い
に
、
ど
の
子
ど

も
た
ち
も
共
通
し
て
そ
の
魅
力
に

取
り
つ
か
れ
る
の
で
す
。 

そ
し
て
、
同
じ
本
を
何
度
も
読

み
返
す
、
こ
う
し
た
傾
向
が
あ
る

こ
と
は
、
保
育
士
さ
ん
、
保
健
師
さ

ん
を
は
じ
め
、
読
み
聞
か
せ
に
携

わ
っ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
方
に
共
感

し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。 

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
等
し

く
、
素
晴
ら
し
い
絵
本
に
出
会
い
、

触
れ
ら
れ
る
機
会
を
創
出
す
る
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
取
組
の
検
討
を
、

こ
れ
か
ら
も
強
く
訴
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「受
益
者
負
担
」
と
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
経
費
を
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
人
（
受
益
者
）
が
負
担

す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。 

 

税
金
の
使
い
方
の
公
平
性
に
つ
い

て
、
受
益
者
負
担
は
近
年
そ
の
在

り
方
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方

自
治
体
の
限
ら
れ
た
予
算
に
お
い

て
、
市
民
へ
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が

求
め
ら
れ
る
中
、
誰
が
ど
の
よ
う
に

負
担
す
る
か
を
明
確
に
示
し
、
市

民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
今

後
の
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
最
重
要
課
題
で
す
。 

 

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
今
回
の
一

般
質
問
で
は
「
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
の
市
営

駐
輪
場
の
有
料
化
」
も
検
討
す
べ
き

で
あ
る
と
の
見
解
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。
懸
念
を
示
さ
れ
る
方
も
お

あ
り
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
受
益
者

負
担
の
考
え
方
は
、
健
全
な
市
政

運
営
に
は
欠
か
せ
な
い
議
論
で
す
。 

委員会・会派の行政視察 
建設産業委員会は、水戸市、多摩市、千葉市 

議会運営委員会は、小浜市、福井県 

親和クラブは、長崎市、佐賀県、光市 

今年の研究テーマは「人にやさしいま
ちづくり」。ユニバーサルデザイン基本構
想、街路樹よくなるプラン、ベンチ設置計
画に取り組む自治体での先進事例を学
んでまいりました。「健康都市おおぶ」の
取組にも反映させてまいります。 

小浜市では「政治倫理条例（議員の請
負関連）の対応について」を目的とした視
察でした。大府市議会でも時代に即した政
治倫理条例の改正を検討しています。 

山口県光市は「コミュニティスク
ール」の先進地です。コミュニティ
スクールとは、地域住民が学校運
営に参画する仕組や考え方のこと
です。こどもを取り巻く環境の多様
化に伴う教育現場での課題解決
のためには、大府市でも参考とな
る取り組みだと感じました。 佐賀県庁、「さがデザインについて」 

中学生平和大使の派遣
先である「長崎平和公
園」にも足を運びました。 

公共的サービスとは民間提供・代替が不可能なもの 

必需的サービスとは多くの人が必要としているもの 

 

予算 
（百万円） 

 

 

ずっと

もっと



 

 

 

令和６年 10 月～令和７年３月 
半年間の主な活動・参加行事 

１０月 平和祈念式典、建設産業委行政視察

（水戸市ほか）、議会運営委行政視察
（小浜市ほか）、おおぶニックのＷＡ

稲刈り、森岡自治区研修会、森岡公民
館まつり、産業文化まつり、衆議院議

員選挙 
１１月 県消防連合フェア、大府シティマラ

ソン、都市計画審議会、石ヶ瀬議会報
告会、地域総ぐるみ防災訓練、セント

レア議連、再審法シンポジウム（愛知
大学）、大府で明日の日本を考える会 

12月 市議会12月定例会、コラビア交流会、
石ヶ瀬自治区合役員会、大府市合唱

祭、洪城郡都市化間交流記念講演会、
石ヶ瀬コミペタンク大会、至学館大学

越智ゼミ意見交換会、石ヶ瀬自治区大
掃除、延命寺大掃除 

１月 消防出初式、大府商工会議所賀詞交
歓会、親和クラブ視察（長崎市、佐賀

県、光市）、知多北部三市一町保守系議
員研修会、石ヶ瀬コミ安全安心パレー

ド、日高県議後援会伊勢神宮初詣、お
おぶ七福神めぐり 

２月 盆梅展、森岡公民館芸能まつり、大
府公民館芸能祭、知多北部広域連合議

会、都市計画審議会、大府市役所事務
改善発表会、ステーション Ai 視察、

大府社協ボランティア連絡会、地元神
社祈念祭・天神祭、市議会３月定例会 

３月 災害ボランティアセンター体験会、
コラビアまつり、石ヶ瀬小・大府西中

卒業式、柊山保育園卒園式、吉田園址

さくら公園開園式、市議会３月臨時会 

ふ じ も と 宗 久 政 治 活 動 新 聞 ２０２５年（令和７年）４月 ２ 

E-mail ： fujimoto_munehisa@yahoo.co.jp 討議資料 

 

 

混
声
四
部
合
唱
団
「
コ
ー
ラ
ス
野
ば
ら
」
に
加
入

し
て
７
年
が
経
ち
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
不
自
由
な

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

令
和
６
年
度
の
大
府
市
合
唱
祭
で
は
、
「
犬
の
お

ま
わ
り
さ
ん
（
写
真
）
」
、
「
ド
ロ
ッ
プ
ス
の
う
た
」
、

そ
し
て
名
曲
「マ
イ
・
ウ
エ
イ
」
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

大
府
市
で
は
、
「
バ
イ
オ
リ
ン
の
里

お
お
ぶ
」
を
目
指
す
新
た
な
取
組
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
一
助

と
し
て
、
石
ヶ
瀬
地
区
在
住
の
木
下

久
子
議
員
、
野
北
孝
治
議
員
、
加
茂

康
治
議
員
と
共
に
「
石
ヶ
瀬
議
員
団

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

バ
イ
オ
リ
ン
は
メ
ン
バ
ー
全
員
が
初

心
者
で
す
が
、
地
元
の
音
楽
家
で
あ

る
柴
垣
葉
子
先
生
の
ご
指
導
の
下
、

半
年
間
の
特
訓
を
経
て
、
「
森
岡
公

民
館
芸
能
ま
つ
り
」
に
出
演
い
た
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
演
奏
に
柴
垣
先

生
、
大
学
生
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
柴

垣
凜
乃
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
は
高

校
生
の
中
根
正
貴
さ
ん
の
応
援
も

得
て
、
楽
し
く
演
奏
が
で
き
ま
し

た
。
会
場
は
満
席
で
、
た
く
さ
ん
の

声
援
と
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

令
和
６
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
で
は
、
大
府
市
で
も
社
会
福
祉
協
議

会
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
が
被
災
地
で
支
援
活
動

 

 

 

石ヶ瀬議員団アンサンブル 

～音楽にあふれるまち 
   バイオリンの里 おおぶ～ 

 皆
さ
ん
と
集
い
、
一
緒
に
楽
し
む 

 

 

 

 

大
府
市
で
は
昨
年
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
行
い
、
市
内

の
有
機
農
業
者
の
支
援
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
け
ん
引
役

と
な
っ
て
い
る
の
が
「
お
お
ぶ
ニ
ッ
ク
の
Ｗ
Ａ
」。
そ
し
て
そ
の
中
心
的
存

在
が
、
市
民
団
体
「Fa

rm
 to

 T
a
b
le

」
の
皆
さ
ん
で
す
。
私
は
昨
年

おおぶニックの WA 
おおぶニック米の稲刈り 

明成町の田んぼにて 

コーラス野ばら 
大府市合唱祭 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

設
置
・運
営
訓
練
に
参
加 

 

ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
お
お
ぶ 

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
ガ
イ
ド 

 

コラビアまつり当日 

森岡八幡社にてガイド 

石
ヶ
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 

安
全
安
心
パ
レ
ー
ド 

 

大
府
市
社
会
福
祉
協
議
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会 

 

 

合
唱
の
経
験
な
ど
微
塵
も

な
く
、
気
恥
ず
か
し
さ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
四
声
が
合
わ

さ
っ
た
時
の
心
地
よ
さ
は
、
一

人
で
歌
う
カ
ラ
オ
ケ
と
は
全

く
別
次
元
の
感
覚
で
す
。 

 

つ
つ
じ
ま
つ
り
や
産
業
文
化

ま
つ
り
で
の
合
唱
な
ど
、
こ
れ

か
ら
も
合
唱
を
楽
し
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
尚
、
只
今
メ
ン
バ

ー
を
募
集
中
で
す
。
も
ち
ろ

ん
年
齢
、
経
験
不
問
で
す
。 

に
続
き
、
微
力
な
が
ら
田
ん
ぼ
の
草
刈
り
応

援
に
出
向
き
、
稲
刈
り
、
新
米
の
試
食
会
に

も
立
ち
会
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

最
近
で
は
啓
発
活
動
の
一
環
で
、
紙
芝
居

や
「
（
田
ん
ぼ
）
や
ろ
マ
イ
音
頭
」
を
作
る
な

ど
、
ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
明
る
く
活

動
に
取
り
組
む
姿
勢
に
は
心
が
動
き
ま
す
。  

石
ヶ
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
防
災

部
の
恒
例
行
事
。
住
民
の
皆
さ
ん

が
思
い
思
い
に
変
装
し
、
防
犯
や

交
通
安
全
へ
の
意
識
啓
発
を
行
い

な
が
ら
地
域
を
巡
り
ま
す
。
最
初

は
恥
ず
か
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
や

り
始
め
る
と
や
み
つ
き
に
な
り
、

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
終
着
点

の
森
岡
公
民
館
で
は
、
ぜ
ん
ざ
い

の
ふ
る
ま
い
も
あ
り
ま
し
た
。 

様々な団体の皆さんと 

情報交換会（石ヶ瀬会館） 

 

こ
こ
半
年
間
で
は
、
大
府
駅
の

観
光
案
内
所
当
番
を
は
じ
め
、

七
福
神
め
ぐ
り
（
大
日
寺
）
、
大

府
盆
梅
展
で
の
防
空
壕
案
内
、

そ
し
て
コ
ラ
ビ
ア
ま
つ
り
に
絡
め

た
森
岡
八
幡
社
で
の
ガ
イ
ド
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
府

の
歴
史
文
化
を
学
び
つ
つ
、
た
く

さ
ん
の
人
に
大
府
の
魅
力
を
伝

え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

大
府
市
社
協
に
は
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
団
体
が
あ
り

ま
す
。
今
回
開
催
さ
れ
た
連
絡
会

に
「
安
全
環
境
推
進
ク
ラ
ブ
階
」
の

一
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
活

動
発
表
会
で
は
「
お
お
ぶ
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」、
「ク
リ
ア
ン
サ
の
会
」

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
様
々

な
志
を
も
つ
人
た
ち
の
熱
い
思
い

を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
開
催
さ
れ
た
訓
練
で
は
、
本
市
で
大
き
な
災
害
が
発
生

し
た
時
に
、
他
市
町
か
ら
支
援
に
来
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
拠
点
が

ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
る
の
か
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

あいち健康の森公園にて 


